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(54)【発明の名称】 超音波画像診断装置

(57)【要約】
【課題】  モニタに表示される超音波診断画像を計測結
果が表示されている画像に重ならないように貼り付けて
表示し、画像上に表示される計測結果と計測対象部位の
対応づけを行うことにより、オペレータの操作の負担を
軽減できる超音波画像診断装置を提供する。
【解決手段】  超音波画像診断装置は、超音波探触子１
と、送受波回路２と、ＤＳＣ回路３と、画像処理部４
と、計測処理部５と、グラフィックス表示メモリ６と、
モニタ７と、操作卓８と、データベース９とを備え、画
像処理部４から送信される信号をグラフィックス表示メ
モリ６に記憶し、計測処理部５から送信される信号も同
様にグラフィックス表示メモリ６に記憶する。グラフィ
ックス表示メモリ６からの信号を受けてモニタ７に計測
結果と超音波診断画像とを対応づけて表示することが可
能になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波の送受波により構成された超音波
画像に対して医療情報を得るための計測を行う計測機能
を備えた超音波画像診断装置において、
前記計測機能による計測部位を含んだ前記超音波画像を
表示するための画像表示手段と、
前記計測機能でもって計測することにより得た複数の計
測値を前記画像表示手段に前記超音波画像と共に表示す
るための計測値表示手段と、
前記計測値と前記計測部位とが相互に対応付けされ、い
ずれか一方を選択することで対応する他方が前記超音波
画像上に表示される対応付表示手段とを備えることを特
徴とする超音波画像診断装置。
【請求項２】  前記対応付け表示手段は、前記対応付け
として前記計測値に対応した前記計測部位をすくなくと
も明滅、濃淡、変色、位置記号表示のいずれか一つ以上
をもって強調して表示することを特徴とする請求項１記
載の超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波画像診断装置
に関し、特には計測機能に係る表示機能を備えた超音波
画像診断装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来において、被検体である患者体内組
織における関心領域の診察をする画像情報を得るため
に、その侵襲性の低さと操作の容易さから超音波画像診
断装置が広く用いられている。これらの超音波画像診断
装置に対しては、操作者である医師や臨床検査技師など
からは更なる利便性および操作性の向上が求められてい
る。
【０００３】これらの要求に対して、従来の超音波画像
診断装置においては様々な技術が適用されてきた。特に
近年における超音波画像診断装置の急速な普及に伴い、
医療現場において超音波画像診断が日常的に用いられる
ようになっている。特に超音波ドプラ計測法による血流
情報に基づいた診断手法は、ドプラ計測機能を備えた超
音波画像診断装置の普及に伴って急速に広まっている。
【０００４】また、このような超音波ドプラ計測法によ
る診断手法のひとつに、診断部位のＢモード像を表示し
て、このＢモードによる超音波断層画像上にて計測した
い位置を指定し、この指定した位置での心拍出量を計測
する計測機能がある。この計測機能は所謂超音波エコー
検査の一つとして行われ、たとえば超音波画像診断装置
の操作卓に備わるトラックボールやキーボード等の入力
装置を使用することによりモニタに表示される計測対象
部位の周囲をトレースするなどして各部位の計測を行っ
ていた。
【０００５】図５は、Ｂモードの画像が表示されたモニ
タ画像を示す図である。
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【０００６】Ｂモードの画像が表示されたモニタ画像２
８は、視野２９と、計測マーカ３０と、計測対象部位３
１と、計測結果表示領域３２とを備えている。
【０００７】視野２９は、診療対象物を計測するための
視野のことである。計測マーカ３０は、計測目的でモニ
タ上に引かれるマーカのことである。計測対象部位３１
は、モニタ上に表示される診療対象物のことである。計
測結果表示領域３２は、診療対象物についての計測した
値をモニタに表示するために設けられた領域である。
【０００８】具体的な例としては、計測対象部位３１の
長さを測るために計測マーカ３０等を用いてモニタ上に
マーカを表示させる。表示されたマーカに対応する計測
結果が求められ、求められた計測結果は、計測結果表示
領域３２に表示させる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
技術においては以下のような解決すべき課題が存在して
いる。
【００１０】モニタに表示される超音波診断画像上に計
測結果が表示されるため、計測結果が増えた場合には、
計測結果がモニタの画面一面に表示されるため、モニタ
に表示されている計測対象部位が計測結果の表示により
見にくくなるなどの弊害が生じていた。
【００１１】また、モニタに表示される超音波診断画像
と計測結果が表示される画像とは別々にしか表示できな
いために、モニタに表示される計測対象部位と計測結果
との対応づけを行わなければならないので、計測結果を
編集する際に手間がかかるなどの弊害が生じていた。
【００１２】本発明はこれらの課題に鑑み、モニタに表
示される超音波診断画像を計測結果が表示される画像に
重ならないように貼り付けて表示し、画像上に表示され
る計測結果と計測対象部位の対応づけを行うことによ
り、オペレータの操作の負担を軽減できる超音波画像診
断装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に請求項１記載の本発明によれば、超音波の送受波によ
り構成された超音波画像に対して医療情報を得るための
計測を行う計測機能を備えた超音波画像診断装置におい
て、前記計測機能による計測部位を含んだ前記超音波画
像を表示するための画像表示手段と、前記計測機能でも
って計測することにより得た複数の計測値を前記画像表
示手段に前記超音波画像と共に表示するための計測値表
示手段と、前記計測値と前記計測部位とが相互に対応付
けされ、いずれか一方を選択することで対応する他方が
前記超音波画像上に表示される対応付け表示手段とを備
えることを特徴とする超音波画像診断装置をもって解決
手段とする。
【００１４】また、請求項２に記載の本発明によれば、
前記対応付け表示手段は、前記対応付けとして前記計測
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値に対応した前記計測部位をすくなくとも明滅、濃淡、
変色、位置記号表示のいずれか一つ以上をもって強調し
て表示することを特徴とする請求項１記載の超音波画像
診断装置をもって解決手段とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施の形態によ
る超音波画像診断装置の構成を説明するための概略図を
示している。この超音波画像診断装置の構成は、超音波
を被検体である患者に送受波して音響情報を得る超音波
探触子１と、この超音波探触子１に駆動信号を与えるこ
とにより超音波を送信させ、また超音波エコーを受信し
てドプラ変移信号などの信号検出をも行う送受波回路２
と、設定された観察条件などに基づいて受信信号による
受信データにズームなどのハード処理をするＤＳＣ回路
３と、ＤＳＣ回路３から送られる信号を収集して表示す
る画像処理部４と、計測を実行する計測処理部５と、レ
ポート画面を表示するグラフィックス表示メモリ６と、
画像とグラフィックスを合わせて表示するモニタ７と、
スイッチ操作により命令信号を入力する操作卓８と、過
去の計測データを記憶しているデータベース９とからな
る。
【００１６】図２は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置の処理手順を説明するフローチャート図を
示している。
【００１７】ステップＳ１では、モニタ上にレポート画
面を表示する。ここでいうレポート画面とは、超音波画
像診断装置内に記憶、呼び出し表示、外部への記憶、あ
るいはプリントアウトなどの操作をそれぞれ可能にした
モニタの表示画面のことである。具体的には、超音波画
像診断装置により抽出される関心領域の断面積や血流な
どの移動速度や方向を医療情報として数値化してまとめ
たものや、超音波ドプラ法などによる血流観測や移動性
の壁ならびに弁組織などから得られる医療情報の最終結
果をまとめたものを編集可能に表示した画面のことであ
る。
【００１８】ステップＳ２では、編集するデータの指定
を行う。指定される編集データは、計測に関する計測項
目名か又はＲＯＩ（Ｒｅｇｉｏｎ  ｏｆ  Ｉｎｔｅｒｅ
ｓｔ）かのどちらかが指定される。
【００１９】指定された編集データが計測項目名である
場合（Ｙｅｓ）には、ステップＳ３の処理に移行する。
【００２０】指定された編集データが計測項目名でない
場合（Ｎｏ）には、ステップＳ５の処理に移行する。
【００２１】ステップＳ３では、計測項目名に関連する
リストを表示する。ここでいう計測項目名とは計測に必
要とされる名称を表示した一覧のことである。
【００２２】計測項目名とは、計測対象部位の計測を行
うのに呼び出される項目名のことであり、具体的には、
断面積や、移動速度などの項目名がこれらに該当する。
【００２３】ステップＳ４では、レポート画面のＲＯＩ
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を表示する。ここでいうＲＯＩとは超音波診断装置によ
り診断される計測対象部位のことである。
【００２４】ステップＳ５では、ＲＯＩに関連するリス
トを表示する。ＲＯＩに関連するリストとは、ステップ
Ｓ４で説明したＲＯＩを表示画面の一覧としてまとめた
ものである。
【００２５】なお、ここではＢモードで作成された表示
画面を一覧としてまとめたものを示しているが、Ａモー
ドやＭモードで作成されたものであっても構わない。
【００２６】ステップＳ６では、レポート画面の計測項
目名を表示させる。ここでいう計測項目名とは、ステッ
プＳ３で説明したように、計測に必要とされる名称を表
示した一覧のことである。
【００２７】ステップＳ７では、計測項目名とＲＯＩが
表示されたレポート画面を用いて編集可能な状態にす
る。ここでいう編集可能な状態とは、超音波診断画像と
計測結果が表示された画像とを対応づけて表示可能な状
態にしたものである。具体的には、計測対象部位が表示
され、その計測対象部位についての長さを表示させるな
どの操作を行った場合に、その計測対象部位の長さに対
応する計測結果が同一画面上に表示される。更には、超
音波診断画像と計測結果の画像とを対応させた強調表示
が可能になる。
【００２８】図３は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置の構成を説明する概略図を示している。
【００２９】超音波画像診断の結果を表示するモニタ画
面１０には、超音波診断画像１１と、計測結果表示画面
１２とが表示されている。
【００３０】超音波診断画像１１には、視野１３と、計
測マーカ１４と、計測対象部位１５とが表示されてい
る。視野１３とは、診療対象物を計測するための視野の
ことである。計測マーカ１４とは、診療対象物を計測す
る際に使用されるマーカのことである。計測対象部位１
５とは、計測される診療対象物のことである。計測によ
り求められた値は計測結果１６として計測結果表示画像
１２に表示される。
【００３１】表示される計測対象部位１５に対してトラ
ックボールや操作パネルなどの入力装置を用いて各種の
入力を行い、その各種の入力に対応する計測結果が各々
強調表示される。具体的には、超音波診断画像１１に対
応する計測結果１６の文字が太く表示されたり、超音波
診断画像１１に対応する計測結果１６の文字の周りが光
った状態で表示されたり、超音波診断画像１１に対応す
る計測結果１６の文字が点滅された状態で表示された
り、超音波診断画像１１に対応する計測結果１６の文字
に色が付された状態で表示されたりする。
【００３２】また、計測結果１６の文字は普通に表示さ
せ、その計測結果１６の文字に対応する超音波診断画像
１１を強調表示させるものなどがある。具体的には、超
音波診断画像１１に表示されている計測マーカ１４のマ
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ーカを太く表示させたり、線の周りを光らせたり、点線
表示させたり、色を付したりする。
【００３３】更には、超音波診断画像１１に表示されて
いる計測対象部位１５に矢印のカーソルを表示させ、さ
らには計測対象部位１５の領域を指定したトレース線を
強調表示させることができる。具体的には、計測対象部
位１５の領域を指定したトレース線を太く表示させ、線
の周りを光らせ、点線表示させ、あるいは濃淡の変化、
位置を指し示す位置記号表示、また色を付すことができ
る。
【００３４】図４は、本発明の他の実施の形態による超
音波画像診断装置の表示画面について説明する概略図を
示している。
【００３５】超音波画像診断の結果を表示するモニタ画
面１７には、超音波診断画像１８、１９と、計測結果表
示画面２０とが表示される。
【００３６】超音波診断画像１８には、視野２１と、計
測マーカ２２と、計測対象部位２３とが表示され、超音
波診断画像１９には、視野２４と、計測マーカ２５と、
計測対象部位２６とが表示され、計測結果表示画面２０
には、計測結果２７が表示される。
【００３７】超音波診断画像１８は、超音波診断画像１
９に対応させた画像であり、計測対象部位２３を超音波
診断画像１８に表示させ、その計測対象部位２３を異な
った方向から表示したものを計測対象部位２６として超
音波診断画像１９に表示させることができる。例えば、
超音波診断画像１８に表示される計測対象部位２３が腫
瘍である場合には、腫瘍の正面画像が表示され、同時に
超音波診断画像１９には、腫瘍の側面画像が計測対象部
位２６として表示される。これにより、計測対象部位２
３、２６の体積を計測したい場合には、計測対象部位２
３、２６の表示により縦、横、奥行きを理解することが
できるため、計測結果２７と計測対象部位２３、２６と
の密接な関係を体系的に理解することが可能になる。
【００３８】また、胎児発育計測時や腫瘍などの経過を
追う必要性が生じた場合には、超音波診断画像１８に、
過去の計測対象部位２３を表示し、超音波診断画像１９
には、現在の計測対象部位２６を表示することができ
る。具体的には、計測対象部位が胎児である場合には、
胎児の発育状況を所定の期間毎に診断したものを画像デ
ータとしてデータベースに格納し、必要に応じて患者個
人のＩＤ毎に呼び出し、超音波診断画像１８に、過去の
計測対象部位２３として胎児の画像データを表示する。
また、現在の胎児の発育状況は、超音波診断画像１９に
計測対象部位２６として表示する。同様に、計測対象部
位が腫瘍である場合にも、腫瘍の治療経過を所定の期間
毎に診断し、データベースに格納し、必要に応じて超音
波診断画像１８に、過去の計測対象部位２３として表示
し、超音波診断画像１９には、現在の計測対象部位２６
を表示する。 *
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*【００３９】このように、過去の計測対象部位と現在の
計測対象部位とを同時表示可能にすることにより、過去
の診療状況から現在の診療状況までの診療プロセスを容
易に理解することが可能になる。
【００４０】以上説明した本発明の実施の形態によれ
ば、超音波画像診断装置のモニタ７画面に超音波診断画
像１１と計測結果表示画像１２の画像を同時に表示させ
ることにより、超音波診断画像１１に表示されている計
測対象部位１５と計測結果表示画像１２に表示されてい
る計測結果１６を対応づけた表示ができる。その結果、
計測結果１６を編集する際のオペレータの操作負担を軽
減することが可能になる。
【００４１】また、計測対象部位１５に対応する計測結
果１６を強調表示することにより、所定の計測対象部位
１５に対応する計測結果１６を容易に編集することがで
きる。その結果、計測結果を編集する際のオペレータの
操作負担を更に軽減することが可能になる。
【００４２】なお、以上説明した実施の形態は、本発明
の理解を容易にするために記載されたものであって、本
発明を限定するために記載されたものではない。したが
って、上記の実施の形態に開示された各要素は、本発明
の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む
趣旨である。
【００４３】たとえば、最近では、ＤＩＣＯＭ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ  Ｉｍａｇｉｎｇ  ａｎｄＣｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ  ｉｎ  Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）と呼ばれる共通
の医療用画像規格により、複数枚の画像による診断情報
を同時に得ることで、診断精度の向上を実現させること
が期待されている。この共通規格によれば、同一のデー
タ形式として他のコンピュータに移行可能で、画像信号
入力部分をこのＤＩＣＯＭ対応の構成とすることによ
り、他の画像診断装置から得られた診断画像をモニタ上
に表示することもできる。
【００４４】また、コンピュータネットワーク上から画
像情報のみならず、その他の治療上において有用なデー
タを本発明に係る超音波画像診断装置のモニタ上に同時
に表示することもでき、あるいは治療データとして活用
することもできる。
【００４５】
【発明の効果】本発明によれば、モニタに表示される超
音波診断画像を計測結果が表示されている画像に重なら
ないように貼り付けて表示し、画像上に表示される計測
結果と計測対象部位の対応づけを行うことにより、オペ
レータの操作の負担を軽減できる超音波画像診断装置を
提供することを可能とする。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の構成を説明するための概略図を示す。
【図２】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の処理手順を説明するための概略図を示す。
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【図３】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の構成を説明するための斜視図を示す。
【図４】本発明の他の実施の形態による超音波画像診断
装置の表示画面について説明する概略図を示す。
【図５】従来の超音波画像診断装置の構成を説明するた
めの斜視図を示す。
【符号の説明】
１…超音波探触子、２…送受波回路、３…ＤＳＣ回路、
４…画像処理部、５…計測処理部、６…グラフィックス*
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*表示メモリ、７…モニタ、８…操作卓、９…データベー
ス、１０…モニタ画像、１１…超音波診断画像、１２…
計測結果表示画像、１３…視野、１４…計測マーカ、１
５…計測対象部位、１６…計測結果、１７…モニタ画
像、１８…超音波診断画像、１９…超音波診断画像、２
０…計測結果表示画面、２１…視野、２２…計測マー
カ、２３…計測対象部位、２４…視野、２５…計測マー
カ、２６…計測対象部位、２７…計測結果

【図１】

【図２】 【図３】
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